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自己紹介： 
 私は、1985 年（昭和 60 年）に医学部を卒業

し、15年ほど整形外科医として勤めた後（途中、

４年間は大学院生）、2000 年１月にニューヨー

クにありますコロンビア大学の Micheal 
Sheetz(マイケル・シーツ)教授の研究室にポス

ドクとして留学して以来、基礎研究を行ってい

ます。研究テーマは一環して細胞のメカニカル

ストレス受容（メカノセンシング）機構であり、2006 年に p130Cas というタ

ンパク質を哺乳類細胞では初のメカノセンサー（メカニカルストレスを生化学

信号に変換する分子）として報告しました（Sawada et al. Cell 2006)。その後、

2007 年にシンガポールに移り、メカノセンシングに関する研究を継続しました。

これまでの私の研究では、主に細胞や分子を扱ってきましたが、最近、メカニ

カルストレスが、「ストレス（負荷）」という言葉とは裏腹に、生体恒常性維持、

とりわけ抗炎症・抗老化に作用することが分り、マウスを用いた個体レベルの

解析も開始しました。  
 この度、シンガポールから帰国し、国立障害者リハビリテーションセンター

（国リハ）研究所運動機能系障害研究部に赴任し、「メカニカルストレスによる

恒常性維持」に関する研究を立ち上げることになりました。「適度な運動」が何

故健康によいか、もっと平易な例では、マッサージを受けたり、ヨガ、ストレ

ッチをしたりすると、何故気持ちがよくなるか、といったことにつながる研究

です。私は、スポーツ（観るよりはする方）が大好きなので（スカッシュ、テ

ニス、スキー）、科学的に自己正当化しようとして研究している、という面もあ

ります。 
 「メカニカルストレスで健康増進」というテーマに興味を持っていただける

方、一緒に研究してみませんか？障害者の健康増進のみならず、最近話題とな

っているロコモティブシンドローム（ロコモ）やメタボリックシンドローム（メ

タボ）の革新的な治療法開発につながると考えています。 
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